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岩脇まちづくり委員会が 
地域に密着した社会貢献活動団体 
として表彰されました！ 
　協働のまちづくりの意識向上やまちの活性化を目指し、地

域に密着した社会貢献活動に取り組んでいる民間の団体と

して「岩脇まちづくり委員会」が公益財団法人滋賀県市町村

振興協会から表彰されました。 

　岩脇まちづくり委員会は「蒸気機関車避難壕保存活動」や「岩

脇山環境整備活動」などの地域資源を活用したまちづくり活

動を岩脇区の有志によるメンバーで実施しています。 

　特に太平洋戦争の遺跡である蒸気機関車の避難壕の復元

とそれを歴史教材として活用した平和学習の取り組みや、子

どもたちの元気な声がこだまする岩脇山の環境整備活動な

ど、手づくりの継続的な活動が高く評価されました。 

　４月１日、米原警察署で「セーフ
ティーローラー心のふれあい60日」
の出発式が行われ、平尾市長をは
じめ総勢５０人が参加しました。県
下では、４月１日からの２か月間を、
「高齢者の特殊詐欺被害や交通死
亡事故防止」の強化月間として、米
原警察署員が高齢者住宅や自治
会などを訪問することとしていま
す。この日は、米原警察署のオリジ
ナル啓発ソング「振り込め詐欺に
遭わないで」を出席者全員で合唱
しました。 

　桜が満開の4月7日、いぶき認定
こども園で入園式が行われました。
59人の新入園児を迎え、園舎には
元気な声が響きました。玄関では、
ホタルンが出迎え、緊張していた
子どもたちも笑顔に。 
　式では、保護者に手をひかれな
がら新入園児が入場し、名前が呼
ばれると元気に返事をしていました。 
　４月は、市内公立の各園で入園
式が行われ、子どもたちは楽しい
園生活をスタートさせました。 

　地域の憩いの場となるカフェ「ご
んせ」がオープンしました。地域お
茶の間創造事業に取り組む河内区
福祉委員会が、福祉委員と地元ボ
ランティアの交代で週２日営業し
ます。 
　４月12日にオープニングイベ
ントとして、新会館のお披露目と
あわせた春祭りが行われました。
よし笛の演奏やお花見弁当、河内
伝統のかしわ汁などがふるまわれ、
地元の高齢者はふれ合いを楽しみ
ました。 
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